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歳出予算の比較表

相
内
、
十
三
両
地

区
に
保
育
所
開
設

昨
年
相
内
地
区
に
臨
時
保
育

所
を
開
設
し
好
評
を
博
し
た
の

で
、
今
年
は
同
地
区
に
百
名
収

容
の
保
育
所
を
新
築
す
る
。
　
´

建
築
費
七
百
七
十
万
円
。
）

ま
た
県
立
十
三
潟
養
魚
指
導

所
の
払
下
げ
を
受
け
た
の
で
、

こ
れ
に
六
十
五
万
円
を
投
じ
て

増
改
築
し
、
十
三
地
区
に
も
四

十
名
収
容
の
保
育
所
を
開
設
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
五
月
と
九
月
の

農
繁
期
に
は
桂
川
と
太
田
地
区

に
開
拓
季
節
保
育
所
を
開
設
す

る
た
め
の
所
要
額
も
計
上
し
て

あ
り
ま
す
。
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住
民
の
福
祉
を
め
ざ
し

漁
業
と
畜
産
の
振
興
も

か
ね
、
カ
ネ
の
世
の
中
で
あ

道
路
、
漁
港
な
ど
大
き
な
建

設
事
業
か
ら
生
活
と
直
結
す
る

台
所
の
奥
ま
で
村
の
仕
事
は
山

ほ
ど
あ
り
ま
す
。
こ
の
仕
事
を

す
る
た
め
に
は
全
て
カ
ネ
を
必

要
と
し
ま
す
。

こ
の
カ
ネ
の
支
払
計
画
、
い

わ
ば
こ
と
し
の
村
の
予
算
が

こ

の
程
き
ま
り
ま
し
た
。

総
額
八
千
五
百
五
十
二
万
六

千
円
と
昨
年
の
同
じ
時
期
よ
り

約
三
千
万
円
も
多
く
な

っ
て
居

り
ま
す
。
ひ
と
く
ち
に
八
千
五

百
万
円
と
云

っ
て
も
ピ
ン
と
こ

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

村
民

一
人
当
り

一
万
六
千
六
百

余
円
に
あ
た
り
ま
す
。

と
く
に
今
年
は
保
育
所
の
開

設
や
農
業
構
造
改
善
事
業
な
ど

に
重
点
を
お
い
た
の
で
、
民
生

費
や
農
林
水
産
業
費
が
昨
年
の

二
倍
に
な

っ
て
居
り
ま
す
。

新
し
い
予
算
は
、
住
民
の
生
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農
彙
構
造
改
善
事
業
で

肉
牛
増
殖
と
土
地
基
盤

肉
用
牛
の
多
頭
飼
育
と
水
稲

の
複
合
経
営
に
よ
り
農
家
所
得

の
向
上
を
は
か
る
た
め
今
年
か

ら
三
年
計
画
で
四
千
万
円

（含

融
単
事
業
）
の
予
算
を
投
入
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
現
在
百
四
十

一
頭
い
る
肉
牛
を
四
十
三
年
度

ま
で
に
三
百
十
五
頭
に
ふ
や
し

更
に
将
来
五
百
頭
に
す
る
計
画

で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
十
頭
飼
育
農
家

十
六
戸
、
五
頭
飼
育
農
家
二
十

三
戸
が
中
心
で
あ
り
、
こ
の
た

め
草
地
改
良
六
十
三
診
、
牧
道

二
千
五
百
十
二
研
、
牧
野
隔
障

物

一
万
三
千
五
百
Ｍ
さ
ら
に
畜
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ま
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い
っ
て
も

百
五
十
四
件
、
三
十
九
年
度
に

自
分

自
身

が
気
任

で

努
新
編
‰
封
解
一
　

１

■
■
日

　

　

■
日

強
こ
数

行
政
苦
情
を
反
わ
あ
つ
か
い
、

そ
の
処
理
に
等
力
し
、
東
北
管

区
監
察
局
長
か
ら
の
感
謝
状
も

村
(鶴 1冒 現わ
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産

セ
ン
タ
ー
と
し
て
監
視
舎
三

十
三
平
方
材
、
追
込
み
合
四
百

九
十
五
平
方
材
、
給
塩
水
施
設

三
カ
所
、
牛
舎
十
舎
を
建
設
す

ま
た
ト
ラ
ク
タ
‥
二
台
牛
衡

器

一
基
、
素
牛
百
七
十
四
頭
を

導
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
四
十

一
年
度
に

於
い
て

一
千
四
十
万
円

（
う
ち

融
単
三
百
五
十
万
円
）
の
予
算

を
投
入
す
る
予
定
で
あ
一
り

ま

ｔ

太
田
部
落
に
バ
ス

の
運
行
を

一
昨
年
約
三
百
万
円
を
投
じ

て
道
路
改
良
し
た
鏡
、
太
田
線

に
引
続
き
、
本
年
は
大
田
本
線

を
四
千
研
に
亘
り
改
良
す
る
た

め
四
百
万
円
を
計
上
し
て
居
り

ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
営
林
署
と
の
併

用
林
道
と
し
て
設
置

し
た
第
二

大
田
道
と
の
関
連
を
も
た
せ
る

と
共
に
将
来
中
里
、
小
泊
間
の

パ

ス
を
太
田
部
落
経
由
で
運
行

さ
せ
る
た
め
巾
員
も
特
に
八
研

十
三
漁
港
局
部
改
良

事
業
に
六
百
三
十
万

十
三
漁
港
の
物
揚
場
新
設
工

事
に
は
二
年
計
画
で
九
百
六
十

万
円
投
資
し
ま
す
が
今
年
は
昨

年
の
残
り
分
六
百
三
十
万
円

（
国
、
県
あ
わ
せ
て
）
計
上
さ
れ

て
居
り
ま
す
。

こ
れ
は
百
八
Ｍ
に
お
よ
ぶ
物

揚
場
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
と

裏
込
土
砂
工
事
費
が
そ
の
主
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。

相

小

給

食

事

業

に

三

百

万

円

昭
和
三
十
八
年
か
ら
脇
元
、

大
田
、
十
三
と
毎
年

一
校
づ

つ

計
画
的
に
給
食
を
実
施
し
て
来

た
が
、
本
年
は
相
内
小
学
校
に

四
百
名
対
象
の
給
食
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
三
百
万
円

計
上
し
て
居
り
ま
す
。

こ
れ
で
市
浦
管
内
の
全
小
学

校
に
給
食
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
相
内
の
給
食
は
保
育

所
及
び
村
内
官
公
庁
等
の
給
食

の
要
望
に
も
応
じ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に

△
部
分
林
費
成
三
百
二
十
万

円
△
事
務
改
善
十
五
万
円

△
県
道
側
溝
改
良
負
担

（
相

内
百
Ｍ
十
三
、
脇
元
各
二
百
Ｍ

）
三
十
五
万
円
△
十
三
公
民
館

補
修
五
十
万
円
農
業
振
興

（
人

工
授
精
、
放
牧
、
牧
野
改
良
）

四
百
八
十
万
円

△
村
道
補
修
九
十
万
円
等
が

そ
れ
ぞ
れ
今
年
の
予
算
に
も
ら

れ
て
居
り
事
業
費
は
全
部
で
三

千
六
百
万
円
を
こ
え
て
お
り
ま

す
。

‘前
検
察
審
査
会
事
務
局

（電
話
弘
前
③
四
三
二
一
番
）

生

活

保

護

費

が

あ

が

り

ま

し

た

生
活
保
護
法
に
は
、
生
活
、

教
育
、
住
宅
、
医
療
、
出
産
、

葬
祭
、
生
業
の
七
種
類
の
扶
助

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
こ
と

し
の
四
月

一
日
か
ら
、
生
活
、

教
育
、
出
産
、
葬
祭
の
四
扶
助

の
基
準
が
大
き
く
か
わ
り
ま
し

た
。◇

生
活
扶
助
＝
普
通
の
四
人

世
帯

（
三
十
五
才
の
男
、
三
十

才
の
女
、
九
才
の
男
、
四
才
の

女
と
す
る
）
の
場
合
、　
一
か
月

あ
た
り
、
郡
部
在
住
者
は
、　
一

万
三
千
三
百
七
十
九
円
か
ら
、

一
万
五
千
百
二
十
九
円
と
平
均

十
三
％
引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た

◇
教
育
扶
助
＝
従
来
の
市
部

と
郡
部
の
地
域
差
が
な
く
な
り

小
学
校
三
年
で
は
、

一
カ
月
あ

た
り
二
百
六
十
五
円
か
ら
三
百

五
円
と
平
均
十
五
、　
一
％
、
中

学
校

一
年
生
の
男
で
は
、
七
百

五
十
円
か
ら
、
八
百
三
十
五
円

と
平
均
十

一
、
三
％
引
き
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

△
出
産
扶
助
と
葬
祭
扶
助
＝

市
部
も
郡
部
も

一
律
に
七
千
円

に
引
さ
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
生
活
費
や
医
療
費
の

支
払
い
な
ど
で
困

っ
た
と
き
は

民
生
委
員
や
福
祉
事
務
所
の
担

当
員
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

保
健
婦
が
二
人
に

増
員
さ
れ
ま
し
た

村
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、

昨
年
四
月
か
ら
、
五
所
川
原
保

健
所
の
保
健
婦
が
み
な
さ
ん
の

保
健
指
導
を
行
な

っ
て
来
ま
し

た
が
、
こ
と
し
は
、
さ
ら
に

一

名
を
増
員
す
る
こ
と
に
な
り
乳

幼
児
の
検
診
、
妊
産
婦
の
検
診

結
核
検
診
や
さ
ら
に
は
、
環
境

衛
生
な
ど
保
健
衛
生
思
想
の
普

及
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

五
月
の
巡
回
予
定
日
は
、
十

七
、
十
八
、
十
九
日
の
三
日
間

と
二
十
四
、
二
十
五
、
二
十
六

日
の
三
日
間
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。な

お
、
み
な
さ
ん
の
お
宅
を

訪
間
さ
れ
ま
し
た
と
き
は
、
気

軽
に
ご
相
談
し
て
下
さ
い
。

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ

が
１１１Ｉ
ち
学
校
井
で
あ
る
。
従

っ
て
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り

適
正
規
模
校
と
な
り
学
校
差

が
解
消
さ
れ
る
。

脇
元
海
岸
は
浸
食
を
受
け

海
水
の
飛
沫
が
脇
元
小
学
校

の
校
庭
に
の
び
児
童
の
登
、

下
校
が
困
難
で
移
転
が
必
要

と
し
て
い
る
。
統
合
に
よ

っ

（役
場
）

△
総
務
課
国
保
係
＝
川
口
定

雄

（相
内
診
療
所
）

△
総
務
課
民
生
係

（国
年
）

＝
安
保
雄
子

（産
経
課
）

△
税
務
課
賦
課
係
＝
松
江
幸

勝

（総
務
課
）

△
産
経
課
農
政
係
＝
安
保
隆

悦

（農
委
）

△
農
業
委
員
会
出
向
＝
三
上

常

一

（産
経
課
）

△
相
内
診
療
所
“
白
川
行
静

（
税
務
課
）

（
営
林
署
）

◇
転
入
（　
　
）
内
は
旧
任
地

△
署
長
＝
川
村
鈴
男

（
古
川

署
管
理
官
）

△
管
理
官
＝
野
呂
崇

（金
木

署
事
業
課
長
）

△
庶
務
課
長
＝
藤
田
義
元

（

市
浦
署
労
務
係
長
）

◇
転
出
◇

△
黒
石
署
長
＝
及
川
務

（
市

浦
署
長
）

△
青
森
局
管
理
課
長
補
佐
＝

長
岐
昭
男
（
市
浦
管
理
官
）

△
背
森
局
管
理

‐
――――
＝
阿
保
千

六
郎

（市
浦
庶
務
課
長
）

検
察
審
査
会
は

被
害
者
の
味
方
で
す

作
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故

な
ど
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

へ
訴
え
て
も
、
検
察
官
が
裁
判

に
か
け
て
く
れ
な
い
。
こ
ん
な

と
き
は
、
泣
き
寝
入
り
し
な
い

で
検
祭
審
査
会

へ
ご
相
談
く
だ

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
人
名

簿
の
中
か
ら
ク
ジ
で
選
ば
れ
た

民
間
の
代
表
者
十

一
人
で
構
成

さ
れ
、
検
察
官
の

「
不
起
訴
処

分
の
よ
し
あ
し
」
を
審
査
し
ま

せしヽ 手‐ょ

す
。審

査
の
申
し
立
て
に
費
用
は

い
り
ま
せ
ん
。
中
し
立
て
の
手

続
き
等
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

点
が
あ

っ
た
ら
、
お
問
い
合
せ

下

さ

い
。

弘
前
市
大
字
下
白
銀
町
七

義
務
教
育
諸
学
校
施
設
費
　
と
こ
ろ
で
こ
の
ほ
か
次
ぎ
の

国
庫
負
担
法
施
行
第
三
条
に
　
理
由
が
あ
る
。

お
い
て
、
学
級
数
が
お
お
む
　
　
人
口
五
千
余
り
の
こ
の
村

ね

一
二
学
級
か
ら

一
八
学
級
　
に
あ

っ
て
は
学
校
数
が
八
校

ま
で
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
五
　

（中
分
校

一
校
）
も
あ
る
こ

学
級
以
下
の
学
級
数
の
学
校
　
と
は
経
費
が
か
か
り
過
ぎ
て

と
上
記
の
学
級
数
の
学
校
と
　
道
路
の
整
備
、
漁
港
の
整
備

を
統
合
す
る
場
合
に
お
い
て
　
費
等
即
ち
投
資
的
事
業
費
が

は

一
八
学
級
と
二
四
学
級
と
　
圧
迫
さ
れ
産
業
基
盤
が
充
実

す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
　

さ
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
か
　
　
ヽ
■
■
Ｆ
Ｆ
′

品鰈
鰈
趾

ら
し
て
本
村

に
お
け
る
脇

元
中
学
校
お

よ
び
十
三
中

学
校
は
各
三

学
級
で
あ

っ

て
最
も
学
級
数
の
多

い
相
内

中
学
校
で
さ
え
六
学
級
で
あ

り
法
令
で
示
す
最
も
学
級
数

の
少
な
い

一
二
学
級
に
も
程

遠

い
小
規
模
ば
か
り
で
あ
る

従
が

っ
て
本
村
の
各
中
学
校

は
適
正
規
模
校
で
な

い
の
で

近
代
的
な
教
育
効
果
を
―ｌｌｌ
待

し
得
な
い
よ
う
で
あ
る
っ

以
上
は
法
令
上
拠
―！‥
し
た

中
学
校
統
合
の

必
要
性
に

教
育
長

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
生
徒
数
が
少
な
い

（

環
境
が
よ
い
こ
と
に
よ
ち
て

生
徒
数
が
増
す
も
の
と
思
う

）
こ
と
で
廃
校
を
県
か
ら
要

請
さ
れ
た
が
近
く
統
合
中
学

校
が
建
設
さ
れ
る
の
で
相
内

中
学
校
跡
を
相
内
分
校
の
校

合
に
充
て
る
こ
と
を
約
し
て

相
内
分
校
の
存
続
が
保
た
れ

市
浦
村
に

お
け
る
小
中

学
校
は
文
部

省
の
基
準
面

房

　

美

　

積
の
約
三
分

の

一
が
不
足

し
て
い
て
理
科
室
、
音
楽
室

家
庭
室
そ
の
他
特
別
数
室
の

整
備
が
充
分
で
な
く
こ
わ
又

学
力
の
向
上
に
支
障
を
来
た

こ
の
意
味
に
お
い
て
統
合

に
よ

っ
て
教
育
的
に
も
効
率

的
に
も
近
代
的
な
教
育
効
果

を
あ
げ
得
た
い
も
の

で

あ

つ

い
ヽ
c

こ
こ
の
村
の
中
学
校
は
小
規

模
校
の
み
で
、
教
師
の
数
が

少
な
く

一
人
の
教
師
が
数
教

科
を
受
け
持

っ
て
い
る
た
め

時
間
外
の
教
科
を
も
１１１
当
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

こ
の
よ
う
な
小
規
棋
校
は

統
計
的
に
教
師
の
苦
労
に
比

し
て
学
力
が

ｌｒ可
上
さ
れ
な

い

て
脇
元
中
学
校
跡
に
移
転
増

築
し
危
険
度
の
解
決
と
建
築

費

の
節
減
が
は
か
ら
れ
る
。

但
し
こ
の
問
題
は
そ
の
時
点

に
お
い
て
村
民
の
意
見
を
聞

い
て
解
決
し
た
い
。

家
庭
の
都
合
に
よ
り
村
外

高
校
に
進
学
で
き
な

い
者
の

た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
金

木
高
校
相
内
分
校
が

一
昨
年
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昭
和
四
十
年
度
に
村
が
実
施
し
た
お
も
な
工
事
と
事
業
は
次
の
と
お
り
て
す
ぃ

十
三
仲
街
道

改
良
工
事

前
年
度
に
川
地
買
収
を
終

っ

た
十
三
仲
街
道
改
良
ｒ
事
は
延

長

一ハ
‐こ―
○
米
　
（
巾
員
四

・
五

米
）
の
路
面
――
事
二
三
万
円
を

１，

っ
て
九
月
終
ｒ
し
ま
し
た
。

奥

地
開

発
事

業

付
が
用
地
七
九

一．三
平
方
な

（
八
反
歩

）
買
収
し
＝
体
材
が

二
四
、
八
四
二
千
円
を
投
じ
て

工
事
を
施
行
し
将
来
併
用
村
道

と
し
て
村
の
産
業
経
済
１．
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

教

員

住
宅

建
設

工
事

へ
き
地
教
育
振
興
の
た
め
教

員
住
宅
と
し
て
相
中

一
戸
脇
小

二
戸
各
住
宅
共
木
造
亜
鉛
メ
ッ

脇

元

公
民
舘

建

設

工
事

総
工
費
五
、
五
〇
五
千
円

（

新装のly/J元公民詢i

十

三
小
中

校

給

食

室

新

築

工
事

十
三
小
中
学
校
に
総
Ｉ
費

一

県
道
舗
装
及
側
溝

整
備
事
業

管
内
相
内
地
区
は
国
県
が

――

費
三
、
●
●
●
千
円
を
投
し
て

延
長
五
二
〇
米
が
実
施
さ
れ
Ｉ

鐸

Ｉ

摯
華
一

代
道
路
の
様
想
を
塁
し
ま
し
た

又
管
内
の
側
溝
も
Ｉ
費
九
九
九

千
円

（村
負
担

二
九
九
千
円
を

も

っ
て
）
相
内
八
〇
米
脇
元

一

六
四
米
を
実
施
さ
れ
た
。

十

三
漁
港

局
部

改
良
事

業

十
三
漁
港
整
備
は
県
の
漁
港

部

計
画
の
一
環
と
し
て
昭
和
四
〇

［〕（ヒ度̈
］̈妙一【一口つ紳

囃

ぃ
の っ
預

定 一
嘲
燿
動
し
次
年
度
完

恒
　
　
脇
元
漁
港
海

岸

保

全

工

事

懸
案
の
脇
元
漁
港
区
域

へ
の

六
脚
プ

ロ
ッ
ク
消
破
工
は
県
が

工
費
六
、
○
０ヽ
０
千
円
を
投
じ

て
延
長
八
八
四
米

（
六
脚
プ

ロ

ッ
ク
、
三
三
五
ケ
）
を
実
施
し

た
た
め
附
近
住
民
の
不
安
は
解

消
さ
れ
た
。

市
浦
村

の
産
業

は

農
業

、
漁

業

、
林
業

轟
産
業
等

多
岐

に

●

る
が

、

主

要
な
作
物

は
米

で
あ

る
。

し

か

し
、　
一
口

経
営

面
積

も

少
な
く

特

に
近

年

は
出
稼

に

よ
る
兼
業

も

ふ
え
、

若

い
農
業

労
働
力
を

失
な

い

つ

↓
保
全
さ
れ
た
護
岸

〓
尚
潮
に
見
ま
わ
れ
た
と
き
の
護
岸

つ
あ
る
。
こ

の
こ
と
は

県

下
何
処

で
も
悩
み
と

な

っ

て
い
る

が
産
物
の
と

れ
な

い
と
こ
ろ
、
産
業
の
育
た
な

い
と
こ
ろ
に
労
働
力
だ
け
を

と
ど
め
お
く
事
は
で
き
な
い

早
く
か
ら
出
稼
が
悩
み
と
な

っ
て
い
る
市
浦
村
で
は
昭
和

四
十
年
度
に
肉
用
牛
を
主
体

に
農
業
構
造
改
善
事
業
を
や

る
べ
く
県
か
ら
認

‐‐∫
を
受
け

る
こ
と
に
な

っ
た
。
市
浦
村

に
は
多
く
の
遊
閑
原
野
が
あ

り
、
も
と
も
と
牛
に
は
並
々

な
ら
ぬ
投
資
も
行
な
わ
れ
て

き
た
が
、
そ
の
成
果
は
目
標

に
程
違
い
も
の
が
あ
る
。
従

来

一
戸

一
頭
二
頭
程
度
の
飼

育
で
そ
れ
も
県
か
ら
借
り
た

牛
が
多
く
、
農
耕
用
運
搬
用

堆
肥
作
り
等
、
役
用
牛
的
な

考
え
方
で
あ
り
、
高
級
の
立

派
な
内
を
作

っ
て
売
る
と
い

市
浦
付
が
い
よ
い
よ
四
十

一
年
度
事
業
実
施
に
へ
る
が

肉
牛
を
主
要
作
物
に
農
業
購

造
改
善
事
業
を
や
る
の
は
――
‐
―

下
に
も
あ
ま
り
例
が
な
く
、

い
ろ
い
ろ
の
意
味
で
注
目
さ

れ
る
事
業
で
あ
る
。

ま
ず
第

一
年
度
は
実
施
地

域
の
中
心
を
、
松
影
荘
よ
り

唐
川
城
址
ま
で
約
四
百
万
で

道
路
を
造
り
、　
一
部
三
十
五

町
歩
の
原
野
を
草
地
改
良
す

る
。
こ
れ
が
約
二
百
六
十
万

で
あ
る
。
唐
川
城
址
高
台
よ

り
十
三
湖
、
日
本
海
を

一
望

す
る
と
き
、
市
浦
の
前
途
洋

々
た
る
も
の
を
感
ず
る
。

こ
の
茫
々
た
る
忘
れ
去
ら
れ

た
よ
う
な
雑
草
地
帯
が
緑
の

卓
原
に
変
り
、
の
ど
か
に
数

百
の
牛
が
草
原
に
眠
る
と
き

即
ち
市
浦
に
活
気
が
な
ぎ
る

と
き
で
あ
り
、
漁
港
の
整
備

等

一
連
の
懸
案
事
項
も
連
鎖

反
応
的
に
解
決
さ
れ
る
と
き

で
は
な
か
ら
う
か
。

第

二
年
度
、
牧
道
百
八
五

〇
米
、
草
地
改
良
二
十
八
町

歩
、
牧
柵
施
置

一
万
三
千
五

百
米
。
そ
の
事
業
費
七
百
五

十
万
円
で
土
地
基
盤
整
備
事

業
を
終
る
。

第
二
年
度
は
家
畜
管
理
所

内
牛
の
飼
育
は
畜
産
の
中

で
も
資
本
が
大
き

い
割
合
に

利
益
の
幅
が
少
な
い
と
言
わ

れ
、
資
金
の
回
転
も
お
そ
い

競
走
で
あ
る
な
ら
ば
豚
や
鶏

は
百
米
競
走
で
、
牛
は

マ
ラ

ソ
ン
に
等
し
い
。

マ
ラ
ソ
ン

の
精
神
は
最
後
ま
で
走
り
続

け
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。

参
加
農
家

一
人

一
人
が
市
浦

農
政
を
背
負
う
選
手
で
あ
る

大
な
る
苦
労
の
後
に
歓
喜

か

（産
経
課
長
工
藤
誠

一
郎
）

万
円
を
も

っ
て
消
波
工

（
六
脚

プ

ロ
ッ
ク
二
百
七
十
七
）
八
十

米
の
海
岸
保
全
を
施
設
す
る
こ

と
に
決
り
ま
し
た

△
相
内
川
局
部
改
良
工
事

県
が
前
年
度
に
引
続
き
本
年

か榊̈̈
一̈一い一］一一牲̈］峙̈疇い無̈一̈一〔̈̈̈
¨̈̈
¨̈‐カロ百っ”̈

側『
一ｍ
け剌
「
『
榊
“
靭̈
導
碑
唯
粁
硼用
け岬震
』
まっば　
　
陸
一、一」
御計
日募
集（

札
も
終
り
近
く
着
工
の
予
定
で
　

△
脇
元
漁
港
区
域
内
海
岸
保
　
防
衛
庁
で
は
毎
月
自
衛
官
を

す
の
で
、
道
路
巾
の
決
定
に
つ
　
　
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い

一ぜ
は
特
別
の
御
協
力
を
望
み
　
一開
年
度
に
引
続
き
県
が
本
年

こ
と
は
、
青
森
地
方
連
絡
部
か

度
は
脇
元
橋
附
近
に
工
費
六
百

役
場
係
へ
尋
ね
下
さ
い
。
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問 政
新
入
学
児
を
輸
禍
か
ら
守
ろ

う
と
父
兄
も
学
校
も
取
り
し
ま

り
の
お
ま
わ
り
さ
ん
も
懸
命
だ

が
、
村
で
は
こ
と
し
の
新
入
児

童
百
十

一
人

（男
五
十
八
人
、

女
五
十
二
人
）

へ
黄
色
の
安
全

帽
を
お
く
り
ま
し
た
。

こ
の
安
全
帽
は
、
村
が
二
年

前
か
ら
村
内
各
校

へ
お
く

っ
て

い
る
も
の
で
、
村
長
か
ら

一
人

[:
、

=iri=iril

難:墨I
l:i色暮

I籍華
11:轟 i:」

棚

税
金
上
げ
ず
七
割
給
付

ま す こ 保 な で て を 社 す じ年 の す に れ
す 重 と 障 生 文

｀
充 会 の て 々 負 医 お の わ

°
要 は す 活 化 饉 実 保 で い llYl担 療 よ 家 れ
な

｀
る を 的 康 し険

｀
ま 加 は 費 ぼ 計 わ

る 当 る 全 こ の 昭  い 市 六 第 給 国 一
こ 訳 大 反 部 れ 七 和 わ ま 町 十 二 付 民 月 厚
の で き 面 が に 割 四 た す 村 七 年 実 健 か 生
よ あ な

｀
し よ給 十 し ゛が 市 目施 康 ら 省

う り負 保 割 つ付 年 た  し町 の を 保
｀
で

な ま 担 険 給 て を 一 ち  害J村 現 始 険 四 は

こ
の
ご
ろ
平
均
寿
命
が
の
び

た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

逆
に
人
口
の
老
令
化
が
日
に
つ

そ
こ
で
、
県
や
村
で
は
老
人

の
教
養
、
懇
談
、
娯
楽
等
の
場

を

つ
く
る
た
め
老
人
ク
ラ
プ
の

結
成
を
す
す
め
て
来
ま
し
た
が

こ
の
ほ
ど

相
内
に

ク
若
が
え

り
会

ク
と
い
う
老
人
ク
ラ
ブ
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
昨

年
太
田
に
結
成
さ
れ
た

ク
暁

ク

ラ
ブ
ク
と
二
つ
の
会
が
で
き
た

わ
け
で
す
。

な
お
、
ほ
か
の
地
区
で
も
結

成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
役

場
の
民
生
係
ま
で
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
結
成
さ
れ
た
老
人
ク
ラ

ブ
に
は
、　
一
カ
月
千
五
百
円

（

年

一
万
八
千
円
）
の
補
助
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
会

員
五
十
人
以
上
に
限
り
ま
す
）

ク
若
が
え
り
会

ク
の
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・

△
会
長
＝
岡
本
米
太
郎
．
△

副
会
長
＝
三
和
竹
之
助
△
会
計

＝
村
山
国
四
郎
△
理
事

＝
佐
薦

末
吉
、
葛
西
な
よ
、
三
和

ハ
ル

佐
藤
正
之
助
、
岡
本
じ
ゅ
ん
、

今
野

ハ
ツ
、
佐
藤
ク
ニ
、
工
藤

福
太
部
、
渋
谷
ミ
ヨ
、
鳴
海
万

太
、
△
監

ヂ
＝
糸
谷
健
治
、
白

新
入
児
の

「
交
通
安
全
」
に

一
人
か
ぶ
せ
て
も
ら

っ
た
あ
と

校
長
先
生
か
ら
道
路
を
横
断
す

る
時
の
注
意
を
受
け

ニ
コ
ニ
コ

顔
で
し
た
。

目
に
し
み
る
よ
う
な
貰
色
の

安
全
帽
を
か
ぶ

っ
た
新
入
児
は

お
ま
わ
り
さ
ん
の
誘
導
で
右
手

を
高

々
と
あ
げ
、
毎
日
元
気
で

校
門
を
く
ぐ

っ
て
い
る
。

りと

、
昭
和
四
十
年
一年
度
の
予
算
は
、
い
か
に
し
て

ケ
年
計
画
で
、
一
こ
の
給
付
費
用
の
増
大
に
対
処

の
家
族
の
七
割
一す
る
か
を
最
重
点
と
し
て
編
成

給
付
を
行

っ
て
一極
力
き
り
つ
め
て
百
七
十
八
万

の
市
浦
村
で
も

一万
六
千
円
減
に
お
さ
え
ま
し
た

月
か
ら
、
家
族

一　

つ
ぎ
に
保
険
給
付
費
は
、
七

行
い
ま
し
た
が

一割
給
付
平
年
度
に
よ
り
、　
一
千

、
国
保
加
入
者

一五
百
九
十
五
万
三
千
円
と
前
年

付
を
受
け
ら
れ
一に
比
べ
四
百
三
十
六
万
六
千
円

財
政
上
に
は
相
一増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
保
健

が
か
か

っ
て
く

一施
設
費
で
す
が
、
昨
年
実
施
し

す
。
　
　
　
　
一て
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に

一
役

関
係
か
ら
、
新

．果
た
し
た
胃
腸
病
検
診
は
今
年

考
人
ク
ラ
ブク

若
が
え
り
会
誕
生

ク

度
も
実
施
さ
〓
ピ

と
に
な
り
、

こ
れ
ら
の
費
用
は
十
万
五
千
円

ま
た
そ
の
他
の
支
出
は
十
六
万

七
千
円
あ
り
歳
出
の
総
額
は

一

千
八
百
万
六
千
円
と
な

っ
て
、

前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
較
す

る
と
四
百
八
十
五
万
円
の
増
加

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
保
険
給
付
費
が

増
加
す
る
の
で
、
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
補
助
金
も
ふ
え
ま
す
が

当
然
こ
こ
に
保
険
税
の
引
上
げ

が
必
要
と
さ
れ
る
訳
で
あ
り
ま

す
。
他
町
村
で
は
、
ど
こ
で
も

一
世
帯
平
均

一
万
円
以
上
の
保

険
税
が
賦
課
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
り
ま
す
が
、
当
村
で
は
昨
年

度
に
税
の
引
上
げ
を
し
た
ば
か

り
な
の
で
、
住
民
の
負
担
増
加

を
極
力
避
け
た
い
と
い
う
理
事

者
の
考
え
か
ら
今
年
度
は
税
の

引
上
げ
を
せ
ず
昨
年
通
り

一
世

帯
平
均
七
千
五
百
円
に
据
え
置

き
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

そ
し
て
保
険
給
付
費
の
不
足

分
は
、　
一
般
会
計
か
ら
百
万
円

繰
り
出
し
て
、
補
う
と
い
う
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度

の
税
額
据
え
置
き
は
こ
の
よ
う

な
特
別
な
措
置
に
よ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

順
序
が
逆
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
予
算
上

歳
入
は
保
険
税
の
収
入
が
五
百

六
十
万
円
、
国
庫
支
出
金

一
千

百
三
十
五
万
七
千
円
、　
一
般
会

計
繰
入
金
百
万
円
、
そ
の
他
の

収
入
四
万
九
千
円
、
歳
入
合
計

一
千
八
百
万
六
千
円
で
す
。

保
険
税
は
予
算
総
額
か
ら
見

れ
ば
約
二
十

一
軒
で
す
が
保
険

財
政
の
運
営
は
保
険
税
の
納
入

成
績
に
よ

っ
て
大
き
く
左
右
さ

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

特
に
今
年
は
課
税
も
最
低
に

お
さ
え
て
い
る
関
係
か
ら
是
非

と
も
九
十
五
著
の
収
納
率
に
な

る
よ
う
皆
さ
ん
の
特
段
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

そ
し
て
お
互
い
の
自
覚
に
よ

っ
て
国
保
制
度
の
健
全
な
維
持

発
展
を
は
か
り
、
わ
れ
わ
れ
の

健
康
を
守
る
強
い
と
り
で
と
い

た
し
ま
し
よ
う
、

被
保
険
者
証
の
有
効
期

間
は
来
年
二
月
ま
で

△
　
国
保
の
被
保
険
者
証

（

受
診
証
）
は
昭
和
四
十

一
年
三

月
ま
で
で
有
効
期
限
が
き
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
お
問
合
せ

が
あ
り
ま
す
が
、
検
認
印
の
あ

る
も
の
は
昭
和
四
十
二
年
三
月

ま
で
有
効
で
す
。

▲
国
保
に
加
入
し
て
い
る
Ｌ

帯
で
家
族
の
共
動
が
あ
り
ま
し

た
ら
十
日
以
内
に
屈
け
て
下
さ

い
。
社
会
保
険
に
加
入
し
た
り

ま

だ
離
脱
し
た
方
も
忘
れ
ず
に

届
け
て
下
さ
い
。
そ
の
際
は
被

保
険
者
証
を
お
忘
れ
な
く
…
…

学
生
は
特
別
交
け

▲
高
校
、大
学
等
に
入
学
、

ま
た
出
稼
ぎ
に
行
く
方
で
被
保

険
者
証
を
必
要
な
方
は
届
け
て

下
さ
い
。
そ
れ
ら
の
方
に
特
に

献血は・人 ・職場 ごと

い
ま
ま
で
、

病
院
な
ど
で
つ

か

っ
て
い
た
血

液
は
ほ
と
ん
ど

が
売
血
に
よ

っ

て
ま
か
な

っ
て

お
り
ま
し
た
が

こ
と
し
の
四
月

か
ら
、
こ
の
売

血
制
度
が
な
く

な
り
、
み
な
さ

ん
の
献
血
に
よ

っ
て
血
液
を
保

存
し
な
け
れ
ば

ま
し
た
。
し
た

が

っ
て
、
お
金

）・　
液
は
手
に
入
ら

〈　
な
く
な
っ
た
わ

， 一
け
で
す
。

一一　
　
献
血
制
度
は

み
な
さ
ん
や
み

な
さ
ん
の
家
族
が
献
血
し
て
お

き
ま
す
と
、
家
族
の
誰
か
が
万

一
病
気
に
な

っ
て
も
睡
先
的
に

し
か
も
無
料
で
安
全
な
血
液
の

輸
血
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。市

浦
村
で
も
昨
年
九
月
、
献

血
推
進
協
議
会
を
つ
く

っ
て
、

第

一
回
日
に
村
内
の
官
公
庁
職

員
三
十
四
人
が
献
血
し
た
の
を

は
じ
め
、
脇
元
、
磯
松
、
十
三

各
地
区
で
百
十
六
人
が
献
血
し

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
や
み
な
さ
ん
の
家

族
が

つ
か
う
保
存
血
液
は
、
み

な
さ
ん
方
の
献
血
で
確
保
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
五
月
中
に
は
相
内
、

大
田
、
桂
川
の
各
地
区
で
も
行

な
い
ま
す
の
で
、
す
す
ん
で
申

し
込
み
し
て
下
さ
い
。
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
追

っ
て
通
知
い

た
し
ま
す
。

妊
婦
に
腹
帯
を
さ

し
あ
げ
ま
す

青
森
県
の
乳
児
死
亡
率
は
全

国
第

一
位
と
い
う
メ
グ
サ
イ
成

績
で
す
が
、
こ
う
し
た
汚
名
を

返
上
す
る
た
め
、
県
や
村
で
は

母
子
衛
生
の
向
上
を
は
か
る
た

め
、
妊
娠
五
カ
月
以
内
の
方

々

に
腹
帯

（
サ
ラ
シ

一
反
）
を
無

料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
は
、
妊
婦
の
届
け
出
に

よ

っ
て
、
妊
婦
の
検
診
、
栄
養

指
導
、
雄
娠
中
毒
症
の
援
護
、

母
子
の
栄
養
強
化
を
あ
わ
せ
て

お
こ
な
う
た
め
の
も
の
で
す
。

な
お
、
腹
帯
は
役
場
あ
る
い

は
出
張
所
で
も
ら

っ
て
下
さ
い

福

祉

事

務

所

の

担

当

員

に

橋

本

さ

ん

福
祉
事
務
所
の
市
浦
村
の
担

当
員

（
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）
は

四
月

一
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

葛
西
忠
治
さ
ん
に
か
わ

っ
て
橋

元
寛

一
さ
ん
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
生
保
に
関
し

て
お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
遠
慮
す
る
こ
と
な

く
お
尋
ね
下
さ
い
。

春

は
乾
燥

期

で
す

十

分

注
意

を

春
の
乾
燥
期
に
備
え
、
お
互
い

に
火
の
元
に
は
十
分
注
意
を
し

て
火
災
の
防
止
に
つ
と
め
ま
し

ご とと・タコが
」

献
血
し
な
け
れ
ば

輸
血
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

～̈“べ・́・ラ

つ
い
て
は
昨
年
ま
で
は
肝

被
保
険
者
証
を
交
―ヽ１
し
ま
す
。

選

挙

権

は
明

る
く

正
し
く
き
れ
い
に

日はい融料耽競馴辞嚇　　獅鰤牌雌しヽの当
一回十五̈

一
　

炊
事
に
ま
わ
す
労
働
力
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

扱
難
争
一獅
難
群

て
か
ら
十
数
年
た
ち
ま
し
た
の
一れ
も
団
員
が
創
作
し
た
脚
本
で

で
、
こ
の
運
動
は
ど
ん
な
も
の
一有
権
者
は
義
理
、
人
情
に
よ
わ

で
あ
る
か
は
大
部
分
の
人
に
理
一く
自
主
性
に
か
け
て
い
る
、
こ

解
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
　

一と
を
内
容
と
し
た
も
の
で
あ

っ

し

か
し
、

そ
れ

に
も

か
か
わ

一た
。

ら
ず
ま
す
ま
す
多
く
の
選
挙
違
一　
又
、
連
合
青
年
団
で
は
、
北

反
が
行
な
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
一部
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
、

ク
候
補
者
が

い
け
な

い
ク
有
権

一背
森
県
明
る
く
正
し
い
選
挙
推

者
の
自
覚
が
足
り
な
い
ク
等
村

一進
協
議
会
か
ら
表
彰
を
受
け
て

選
挙
管
委
員
を
聞
ん
で
話
あ
い
一お
り
、
こ
れ
か
ら
も
各
種
団
体

も
重
ね
こ
来
ま
し
た
が
、
こ
の
一の
協
力
を
求
め
な
が
ら
明
る
く

問
題
は
話
し
あ
い
だ
け
で
は
解
一
ＪＥ
し
い
選
挙
の
推
進
、
選
挙
演

決
で
き
な
い
し
、
青
年
た
ち
白

一劇
は
続
け
て
行
く
し
、
政
治
学

身
が
じ
か
に
肌
に
感
じ
、
そ
し
一習
に
も
力
を
入
れ
て
良
き
政
治

て
各
種
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
一批
判
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

地
域
住
民
に
撤
底
さ
せ
よ
う
、

な̈
い
と
張
り
切

っ
て
い
る
。

市
浦
村
農
協
婦
人
部
脇
元

支
部
で
は
、
去
る
二
十

一
日

こ
れ
か
ら
の
農
繁
期
に
そ
な

え
て
、
労
務
者
の
雄
よ
う
に

関
す

る
会

合

を
開
き

次

の

を
決

め
ま

し

た
。

Ａ
田
植

え

に

日
鉱
製
っ
い
川
「Ｌ
嶋
嚇
一

升
当
持
ち
と
す
る
。

（
た

，，́

だ
し
、
赤
飯
に
つ
い
で
は
．^

田
植
え
の
弁
当
　
囃
料
ど
漕

は
自
分
持
ち

△
就
業
時
間
）

に
つ
い
て
一

脇元支部　　組］軒『一

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（）

午
前
年
後
の
各

一
回
十
五

，・，，，、

晨
協
婦
人
部
脇
元
支
部

一幌
二し、肺―こ意制師散役隋剤ゴ川

一悧だい一伸篠勲畑輝動Ⅷ一

も
こ
と
欠
く
よ
う
な
状
態
一

水
　
稲

△
良
い
苗
の
育
て
方

近
年
苗
作
り
の
失
敗
が
少
い

か
ら
、
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な

．っ
て
い
る
。
苗
代
半
作
と
云
う

言
葉
は
今
も
変
ら
な
い
。
省
力

安
全
多
収
稲
作
の
基
本
は
健
苗

で
す
、
育
苗
に
失
敗
し
な
い
で

適
期
に
田
植
を
し
よ
う
。

育
苗
の
目
標
は

①
伸
ば
し
過
ぎ
の
、
や
わ
ら
か

い
苗
は
作
ら
な
い

０
下
葉
の
か
れ
な
い
、
葉
が
生

き
生
き
と
し
て
病
害
虫
の
被

害
が
な
い

③
活
着
力
強
く
、
代
枯
し
な
い

分
け

フ
カ
の
強
い
苗

Ｕ
生
育
揃
よ
く
、
田
植
に
支
障

の
な
い
大
き
さ

苗
の
生
理
的
立
枯
病
防
止

△
ト
ン
ネ
ル
式
苗
代

寒
暖
に
注
意
し
て
温
度
調
節

（
ス
ン
ア
ゲ
）
を
守
り
、
畑
苗

代
は
余
分
の
水
を
か
け
ず
。
折

衷
苗
代
は
日
中
で
き
る
だ
け
浅

水
と
し
、
本
葉
三
枚

（
種
籾
養

分
が
な
く
な
る
頃
）
ま
で
、
根

張
を
よ
く
し
て
茎
葉
を
の
ば
さ

せ
な
い
。

△
保
温
折
衷
苗
代

本
葉

一
・
五
枚
で
除
紙
、
除

紙
後
す
ぐ
深
水
、
そ
の
後
は
天

候
に
応
じ
水
管
理
し
、
水
温
を

あ
げ
る
工
夫
を
し
て
寒
さ
か
ら

△
ス
タ
ム
乳
剤
の
使
い
方

畑
苗
代
の
主
な
雑
草
の
二
２

三
葉
期
に
二
五
％
乳
剤
二
几
を

水

一
立
に
と
か
し
三

・
三
平
方

米
に
よ
く
革
に
か
か
る
様
散
布

△
田
植
前
の
苗
代
管
理

霜
の
お
そ
れ
の
な
い
限
り
、

田
植
五
―
七
日
前
か
ら
昼
夜
共

ト
ン
ネ
ル
は
全
開
、
折
衷
苗
代

は
浅
水
と
す
る

△
本
田
初
期
害
虫
は
苗
代
末

期
の
予
防
散
布
で

田
植
直
前
デ

ル
ド
ツ
ン

（
畑

苗
代
に
限
る
）
ア
ル
ド
リ
ン
ヽ

ペ
ス
タ
ン
乳
剤
の
三
〇
〇
倍
液

を
散
布
、
Ｏ
Ｅ
Ｄ
グ
リ
ー
ン
を

混
用
し
て
よ
い

△
本
田
作
業

（本
田
施
肥
）

原
則
と
し
て
全
量
元
肥
。
肥

料
は
表
層
に
多
く
入
る
き
ら
い

が
あ
る
、
深
耕
し
て
作
土
全
層

に
よ
く
ま
ざ
る
様
施
し
、
十
日

以
内
に
灌
水
す
る
。
深
層
追
肥

の
田
は
、
穂
数
確
保
に
必
要
な

量

（
三
分
の

一
―
三
分
の

こ

を
元
肥
と
す
る
ｃ

△
田
植
後
の
水
管
理

稲
は
発
根
、
分
け

つ
等
気
温

よ
り
水
温
に
影
響
さ
れ
る
こ
と

が
大
き
い
の
で
、
畦
畔
を
補
強

整
備
し
て
深
水
で
き
る
様
に
し

日
中
か
け
流
し
は
や
め
て
、
昼

間
止
水
夜
間
か
ん
が
い
す
る
等

水
温
を
高
め
る
対
策
を
た
て
る

活
着
ま
で
は
柑
深
水
、
分
け

つ

期
は
異
常
低
温
で
な
い
限
り
浅

水
と
す
る

△
本
田
初
期
除
草
剤

田
植
活
着
後
使
用
の
時
は
、

活
着
後
で
き
る
だ
け
早
く
、
止

水
浅
水
と
し
て
使
用
す
る
。
Ｐ

Ｃ
Ｐ
系
除
草
剤
は
魚
毒
を
お
こ

さ
な
い
様
注
意
。

畑
　
作

地
力
の
増
進
、
畑
作
生
産
性

の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
は
、

生
産
基
盤
で
あ
る
地
力
造
成
が

第

一
条
件
と
な
る
の
で
、
堆
肥

燐
酸
、
石
灰
等
土
壌
改
良
資
材

の
増
施
、
深
耕
の
実
施
に
よ
り

地
力
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
だ
い
ず
の
播
種
、

五
月
上
旬
に
播
種
す
る
、
自
家

用
は
別
と
し
て
販
売
用
の
品
種

は
東
北

一
六
号
、
つ
る
の
卵
の

よ
う
な
白
日
系
統
の
品
種
を
ま

い
て
く
だ
さ
い
。
な
た
ね
の
追

肥
、
畑
に
あ
る
期
間
が
長
い
の

で
冬
越
し
た
な
た
ね
は
肥
料
ぎ

れ
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

五
月
中
旬
に
チ

ッ
ソ
分
の
追

肥
を
基
肥
の

一
―
二
割
位
や
り

ま
し

ょ
う
。
な
た
ね
菌
核
病
、

菌
核
病
の
収
量
に
対
す
る
影
響

は
病
菌
が
葉
か
ら
茎

へ
伝
染
す

る
時
期
が
早
い
ほ
ど
減
収
量
が

大
き
く
逆
に
茎
に
伝
染
し
た
時

期
が
成
熟
期
に
近
づ
く
と
病
斑

が
あ

っ
て
も
実
害
が
少
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
第

一
回
の
散
布

時
期
は

一
部
落
化
が
み
ら
れ
る

開
花
期
が
適
期
で
あ
る
。
こ
の

時
期
は
普
通
五
月
七
日
頃
と
み

る
べ
き
で
あ
る
。
第

二
回
日
は

一
回
散
布
後

一
〇
日
間
お
い
て

散
布
す
る
必
要
が
あ
る
。
薬
剤

は
有
機
水
銀
剤
の
粉
剤
ス
は
液

剤
の
ど
ち
ら
も
効
果
が
高
い
。

二29-
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犬の放 し飼いは

できません

県
の
飼
い
犬
取
り
締
り
条
例

が
改
正
に
な

っ
て
、
四
月

一
日

か
ら
犬
の
放
し
飼
い
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
が
危
害
を
あ
た
え

る
仕
事
の
人
た
ち
を
守
る
た
め

の
も
の
で
飼
い
犬
で
も

つ
な
い

で
お
か
な
い
と
き
は

一
時
捕
獲

さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く

一
万
円

以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す

△
飼
い
主
の
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
ら

▽
飼
い
犬
は
、
人
に
か
み
つ

か
な
い
よ
う
に
、
つ
な
い

で
お
く
こ
と
。

▽
犬
に
運
動
さ
せ
る
と
き
は

人
の
す
く
な
い
と
こ
ろ
を

え
ら
ぶ
こ
と
。

▽
犬
を
つ
れ
て
外
出
す
る
と

き
は
，
ク
サ
リ
か
綱
を
つ

け
、
人
ご
み
の
な
か
に
入

る
こ
と
を
さ
け
る
こ
と
。

▽
飼
い
犬
の
ほ
え
る
声
に
よ

っ
て
近
所
の
人

々
に
め
い

わ
く
を
か
け
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

▽
子
犬
は
、
か

っ
て
に
道
路

に
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
す

▽
飼
い
犬
が
道
路
な
ど
に
使

を
し
た
と
き
は
、
あ
と
か

た
ず
け
を
す
る
こ
と
。

▽
い
ら
な
く
な

っ
た
飼

い
犬

は
す
て
な
い
で
、
か
な
ら

ず
保
健
所

へ
と
ど
け
る
こ

と
。
飼
い
犬
が
人
を
か
ん

だ
と
き
は
す
ぐ
保
健
所

へ

と
ど
け
こ
こ
と
。

軽
自
動
車
税
の
諸

申
告
は
期
限
内
に

原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動

車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
を
取

得
し
た
場
合
は
十
五
日
以
内
に

廃
車
し
た
り
転
売
し
た
も
の
は

三
十
日
以
内
標
識
、
証
明
書
を

添
え
て
申
告
し
な
け
れ
ば
税
金

に
影
響
し
ま
す
の
で
申
告
を
厳

守
し
て
下
さ
い
。

住
民
税
の
所
得
控
除

納
税
貯
蓄
組
合
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

一
現
　
行

一
　

改
正
後

基

礎

控

除

　

一
九
万
円

一
　

十
万
円

配
偶
者
控
除
　
　
一　
　
　
　
一
　

八
万
円

養

扶

控

除

　

一
言
一万
円

一
　

四
万
円

青

色

申

告
　
　
一
八
万
円

一
　

十
万
円

白

色

申

告

　

一
五
万
円

一
　

一ハ
万
円

村

内

七
十

四
カ

所

に
水

銀

灯
―

―

村
で
は
、
村
内
に
百
四
十
灯

の
街
灯
を
つ
け
て
お
り
ま
し
た

が
、
風
雨
の
た
め
、
破
損
が
多

く
、
点
灯
す
る
こ
と
が
少
な
い

た
め
、
い
ま
ま
で
大
変
不
便
を

か
け
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
に

明
る
い
水
銀
灯
を
七
十
四
灯
新

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
十
三
地
区
に

組
合
が
誕
生
し
て
、
納
税
組
織

が
全
村
に
亘

っ
て
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
昔
は
年
貢
が
強
要
さ

れ
て
多
と
ら
れ
た
も
の
多
ま
た

権
力
で
″
と

っ
た
も
の
夕
で
あ

る
と
い
う
。
そ
の
潜
在
し
た
意

識
が
永
い
間
続
き
納
税
者
と
法

律
を
楯
と
す
る
徴
税
吏
員
と
相

反
日
し
て
容
易
に
溝
は
取
除
か

れ
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
組
合

の
誕
生
を
境
に
ク
と

っ
た

ク
″

と
ら
れ
た
夕
は
そ
の
影
を
ひ
そ

み
夕
納
め
る
も
の
ク
と
納
税
本

来
の
姿
で
積
極
的
に
納
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
七
百
世
帯
が

組
合
に
加
入
し
、
月
掛
け
で
さ

ほ
ど
税
負
担
を
感
じ
な
い
ま
ま

完
納
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
外
納
税
者
の
ご
意
見
を
聞

き
、
疑
間
を
解
明
す
る
機
会
も

あ
り
ま
す
し
、
相
互
に
理
解
さ

れ
て
納
税
の
義
務
を
果
た
せ
る

と
思
い
ま
す
。
滞
納
し
て
お
互

い
気
ま
ず
い
思
い
を
し
な
い
よ

う
に
未
加
入
者
は
既
存
の
組
合

に
加
入
す
る
よ
う
に
お
す
す
め

し
ま
す
。

な
お
、
十
三
地
区
納
税
組
合

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

羽
黒
崎
納
税
組
合
長
石
沢
茂
吉

朝
　
日
　
　
夕
　
　
本
荘
　
正

睦
　
　
　
″
　
　
有
馬
正
直

若
　
葉
　
　
夕
　
　
成
田
直

一

新
　
生
　
　
夕
　
　
長
尾
平
内

日
の
出
　
　
ク
　
　
加
福
善
蔵

栄
　
　
　
タ
　
　
エ
藤
長

一

仲
　
町
　
　
ク
　
　
浜
田
武
二

更
　
正
　
　
″
　
　
浜
田
男
茶

山
　
子
　
　
″
　
　
湯
浅
政
蔵

役
場
の
執
務
時
間

が
か
わ
り
ま
し
た

五
月

一
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
役
場
の
執
務
時
間
が
次
の

と
お
り
変
り
ま
し
た
。

△
平
日
＝
午
前
八
時
十
五
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で

△
休
け
い
時
間
＝
正
午
か
ら

四
十
五
分
ま
で

△
土
曜
日
＝
午
前
八
時
十
五

分
か
ら
午
前
零
時
十
五
分

ま
で

，

五
月
六
日
は
福
祉
年

金
の
支
給
日
で
す

五
月
六
日
は
、
老
令
、
障
害

母
子
福
祉
年
金
の
支
給
日
で
す

お
金
の
支
給
は
い
つ
も
の
と
お

り
郵
随
ｌ
・１
１
で
お
こ
な

い
ま
す
が

請
求
書
兼
領
収
証
書
は
か
な
ら

ず
、
書

い
て
行
く
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
こ
れ
は
、
昭
和
四
十

年
五
月
期
か
ら
、
変
更
に
な

っ

た
も
の
で
す
か
ら
、
ご
協
力
下

や
賃
金
を
書
き
こ
め
る
よ
う
に

な

っ
て
お
り
ま
す
。
出
稼
ぎ
す

る
方
は
か
な
ら
ず
、
役
場

へ
届

け
出
す
る
と
共
に
こ
の

「
就
労

手
帳
」
の
交
付
を
受
け
、
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
手
帳
は
役
場
あ
る

い
は
出
張
所
で
交
付
し
て
い
ま

す
。

定

時

届

は

忘

れ

な

い

で

下

さ

い

こ
と
し
の
五
月
分
か
ら
来
年

の
四
月
分
ま
で
の
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
昭
和
四
十
年
分

の
所
得
状
況
届
け
を
役
場

へ
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

郵
便
局
か
ら
も
ら

っ
た
チ
ラ
シ

の
日
に

「
国
民
年
金
証
書
と

ハ

ン
コ
」
を
持

っ
て
役
場

へ
来
て

下
さ
い
。

こ
の
届
け
を
出
さ
な
い
限
り

五
月
分
か
ら
の
年
金
は
も
ら
い

な
く
な
り
ま
す
。

犬の登録は毎年 1回 、予防

注射は年 2回 (春・秋)か な

らず受けましよう

税
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

正」潮に．鰤民ヵ、ぉ嘲離静嶽
一た錮境嗜唯糊報報鋤牲断い

綱崚贈嘘嘲わ噸蠅爛唯が左
一増獅噸誡壽輸湛群̈
詢耐酢

国
民
年
金
の
住
所

の
変
更
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
が
住
所
を
変
え
た
と
き
は
、

そ
の
転
入
先
の
市
町
村
に
住
所

の
変
更
届
を
出
す
こ
と
に
な

っ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
届
け
出

を
し
な
い
と
、
被
保
険
者
で
あ

り
な
が
ら
、
被
保
険
者
で
な
い

よ
う
な
か

っ
こ
う
に
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
旧

住
所
地
で
の
被
保
険
者
期
間
等

が
継
続
し
な
く
な

っ
て
場
合
に

よ

っ
て
は
、
将
来
の
給
付
に
支

障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
生
じ
て

ま
す
。

で
す
か
ら
、
国
民
年
金
の
被

保
険
者
が
、
住
所
を
変
更
し
た

と
き
は
、
住
民
登
録
法
に
よ
る

転
出
入
届
け
と
同
時
に
、
か
な

ら
ず
、
国
民
年
金
被
保
険
者
の

住
所
変
更
届
け
を
役
場

へ
出
す

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

雪ヵ、に一̈一『一一の
許
可
を
受
け
て
か
ら
に

す
る
こ
と
。

多

い
タ

バ

コ
火

の
ふ

し

ま

つ

な
お
、
県
内
国
有
林
の
山
火

事
発
４
状
況
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

比
較
し
た
、

昇
割
合
に
よ

改 左
正 記

れ と

農
作
物
な
ど
の

育
ち
も
良

い
年

に
よ
り
そ
の
業
務
に
日
夜
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

今
年
も
、
山
が

一
番
お
そ
れ

る
火
事
に
な
り
や
す

い
乾
燥
期

に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
山
菜
取
り
に

山

へ
入

っ
た
り
、
山
林
の
近
く

に
あ
る
田
畑
な
ど
に
行
く
こ
と

が
多
く
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。

長

い
年
月
を
か
け
で
、
大
切

に
育
て
て
き
た
山
林
を
、
チ
ヨ

ッ
ト
と
た
不
注
意
か
ら
灰
に
し

た
く
な

い
も
の
で
す
。

山
火
事
防
止
の
た
め
次
の

こ
と
が
ら
に
注
意
し
て
下

市
浦
営
林
署

も
。
国
民
の
大

切
な
山
を
あ
ず

か
り
管
理
運
営

し
て
い
く
役
所

と
し
て
。
村
民

各
位
の
ご
協
力

数
７
６
５
４

‐８
９

こ
の
表
で
も
お
わ
か
り
に
な

る
よ
う
に
山
火
事
発
生
の
半
分

以
上
が
、
タ
バ

コ
火
の
ふ
し
ま

つ
に
よ
る
も
の
で
す
。
山
で
は

タ
バ

コ
火
な
ど
に
充
分
注
意
し

て
い
た
だ
く
よ
う
か
さ
ね
て
お

願

い
い
た
し
ま
す
。

出
か
せ
ぎ
者
に

就
労
手
帳
交
付

387度  博炎ズ尼
39年度    9 1父 こ
40年度   27 1父こ

青
少
年
を
非
行
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

少
年
の
非
行
を
防
止
す
る
た

め
に
次
の
こ
と
に
注
意
い
た
し

△
よ
い
し
つ
け
を
身
に
つ
け

さ
れ
る
。

こ
ど
も
の
心
は
、
素
直
な

も
の
で
す
か
ら
。

「
善
」

に
も

「
悪
」
に
も
そ
ま
り

や
す
い
の
で
計
画
的
に
規

則
正
し
い
生
活
を
よ
く
し

△
こ
ど
も
に
有
害
な
映
画
を

見
せ
な

い
よ
う
、
細
心
の

注
意
を
は
ら
い
ま
し
ょ
う

△
夜
の
外
出
に
は
注
意
し
ま

夜
の
外
出
は
非
行
の
も
と

に
な
り
ま
す
か
ら
、
で
き

る
な
ら
ば
さ
し
ひ
か
え
る

よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

△
こ
づ
か
い
銭
の
あ
た
え
方

つ
か
い
方
に
つ
い
て
指
導

し
ま
し

よ
う
。
こ
づ
か
い

銭
ほ
し
さ
か
ら
非
行
に
は

し
る
こ
と
が
非
常
に
多
く

な

っ
て
お
り
ま
す
。

△
家
庭
で
は
、
み
ん
な
で
話

し
あ
い
の
場
を
も

つ
よ
う

に
し
ま
し

ょ
う
。

△
タ
バ

コ
や
酒
は
飲
ま
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

放
牧
前
の
牛
の
飼
養

と
管
理
に
つ
い
て

放
牧
開
始
は
五
月
十
日
頃
に

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
放
牧
前

に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
留
意
し

て
下
さ
い
。

放
牧
を
開
始
す
る
に
は
、
ま

ず
環
境
や
飼
養
の
急
変
を
さ
け

る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
た
め

に
は
準
備
放
牧
を
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
そ
れ
に
は
、
放
牧

一
週
間
位
前
か
ら
戸
外
に
出
し

て
充
分
外
気
に
対
す
る
抵
抗
力

の
増
大
や
、
生
草
を
あ
た
え
て

消
化
器
を
馴
化
し
、
或
は
運
動

に
馴
れ
さ
す
こ
と
が
必
要
で
す

ほ
と
ん
ど
の
妊
牛
が
分
娩
を

終

っ
た
頃
で
す
が
、
次
期
の
種

付
を
急
ぐ
よ
う
に
し
て
下
さ
い

分
娩
後
約
四
十
五
日
か
ら
八
十

日
位
ま
で
に
発
情
が
お
こ
る
か

ら
直
ち
に
種
付
け
す
る
。
初
め

て
の
牛
の
場
合
は
お
お
む
ね
生

后
十
八
―
二
十
力
月
で
、
体
高

が
三
尺
八
寸
位
の
と
き
が
よ
い

従

っ
て
発
育
の
よ

い
場
合
は

生
后
十
六
カ
月
位
で
も
よ
く
、

反
対
に
発
育
の
悪
い
場
合
に
は

二
十
四
カ
月
位
ま
で
延
ば
す
。

△
発
情
週
期
と
持
続
時
間

牛
は
普
通
十
八
―
二
十
四
日

平
均
二
十

一
日
で
発
情
を
繰
返

す
。
又
発
情
の
続
く
時
間
は
普

通
十
五
―
三
十
時
間
、
平
均
二

十
四
時
間
位
で
あ
る
。

△
発
情
の
徴
候

（外
部
的

徴
侯
）

０
、
外
陰
部
よ
り
垂
下
し
た
発

情
粘
液
の
発
見

一̈
¨
弼軸［
一

つ乗腫螂̈
き力ヽ充『
糠

０
、
挙
動
不
安
と
な
り
、
目
つ

き
が
す
る
ど
く
な
る
。

０
、
し
き
り
に
な
く

（牛
に
よ

っ
て
な
か
な
い
の
も
あ
る
）

発
情
の
徴
候
に
は
色
々
あ
る

が
、
こ
れ
は
各
個
体
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
自
分
の
牛
に
つ
い
て

一
―
二
の
特
徴
を
知

っ
て
お
け

便
利
で
あ
る
。

今
年
か
ら
は
種
牡
牛
を
放
牧

し
な
い
か
ら
種
付
す
る
牛
に
つ

い
て
は
、
牛
を
引
き
つ
け
て
自

然
交
尾
さ
せ
る
か
、
又
は
人

工

授
精
に
よ
る
受
胎
を
図
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役

場
産
経
課
に
相
談
し
て
下
さ
い

こ
と

し

の
農

業

労

働
賃

金

市
浦
村
農
業
委
員
会
で
は
、

こ
と
し
の
農
業
用
労
務
者
標
準

賃
金
を
次
の
と
お
り
決
め
ま
し

た
。△

馬

（
人
付
）

一
日
＝
三
千

△
馬

一
日
＝
二
千
円

△
田
植
、
稲
刈
り

一
日
男
女

共

（
賄
無
）
＝
七
百
五
十

△
除
草
、
そ
の
他

一
日
男
女

共

（賄
無
）
＝
七
百
円

△
耕
転
機
、
水
田

一
反
歩
当

一
番
耕
起

（深
三
寸
）
＝

十
一
一百
円

季節のLお リ

国民年金の保険料を納めま Lよ う

国民年金は老後のしあわせを築き 万ヽ一の事故を救つ

てくれます.

4月 5月 6月 分の納期は7月 です
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